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ヒトヘルペスウイルス6B (human herpesvirus 6B: HHV-6B) は、ヒトを宿主とするヘルペ
スウイルスである。活性化したT細胞に感染して、爆発的に増殖するという興味ある特徴を示す。
初感染は、乳幼児期であり、初感染時、発熱性疾患である突発性発疹を引き起こす。時にけいれ
ん、脳症を併発し、後遺症を残す。その後、マクロファージに潜伏感染し、その生涯を宿主であ
る我々とともにする。即ち、我々の体内に HHV-6B は潜伏感染しているといえる。最近、骨髄
幹細胞移植、特に臍帯血移植後に HHV-6B が再活性化し、脳炎、脳症を引き起こし、致死的と
なり問題視されている。しかし、今のところ、HHV-6Bに対する特異的な制御法がないのが現実
である。 
 我々は、HHV-6 の T 細胞への侵入機構に焦点をあて、HHV-6 感染症を解析している。本講
義では、我々の知見を紹介しながら、HHV-6のT細胞への侵入機構について述べたい。 
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